
「 第一章 国のうねりの中へ (概説)
第二節 室 町 時代

一
０
、
信
濃
守
護
と
し
て
安
定
し
た
基
盤
を
作
り
か
け
て
い
た
小
笠
原
政
康
が
亡

く
な
る
と
、
再
び
信
濃
の
国
は
動
乱
の
時
代
に
な
っ
て
い
つ
た
。
政
康
の
死
後
、

政
康
の
子
の
宗
康
と
政
康
の
場
の
持
長
が
小
笠
源
家
惣
領
職
を
巡
つ
て
争
う
よ
う

に
な
っ
た
。

幕
府
は
宗
康
の
相
続
を
認
め
た
が
、
持
長
は
そ
れ
を
不
満
と
し
て
戦
い
を
起
こ

し
た
。
宗
康
は
伊
那
を
本
拠
に
し
、
持
長
は
府
中
と
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
。

文
安
三
年

（
一
口
四
工Ｃ
、
宗
康
は
惣
領
職
と
全
所
領
を
弟
の
光
康
に
譲
り
、
持

長
と
決
戦
を
始
め
た
。
初
め
は
宗
康
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
後
の
管
領
畠
山
持
国

の
つ
く
持
長
の
勢
い
が
強
く
な
り
、
と
う
と
う
宗
康
は
敗
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
小
笠
原
氏
は
府
中
小
笠
原
と
伊
那
小
笠
原
と
に
分
裂
し
、　
一
族
の
統

一

さ
え
で
き
ぬ
ま
ま
守
護
と
し

て
の
力
も
衰
え
、
信
濃
の
国

内
は
乱
世
と
な

っ
て
い
つ

た
。小

笠
原
氏
ば
か
り
で
な

く
、
諏
訪
氏
と
高
遠
氏
の
内

紛
も
起
き
て
い
た
。
こ
う
し

た
内
乱
は
、
応
仁
の
乱
の
影

響
が
地
方
に
も
広
が
っ
て
き

た
現
れ
と
い
つ
て
よ
い
。
諏

訪
や
伊
那
地
方
も
そ
の
影
響

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
片
切

氏
や
大
革
氏
が
こ
う
し
た
中

印
帰
候

文
明
八
年
丙
申
明
年
花
会
御
頭
足

（
一
四
七
六
）

一　

官
頭
　
片
切
民
部
大
輔
光
為
、
御
符
礼

一
貫
人
百
、
使
孫
十
郎
、
頭
役
二
拾

せ興

文
明
九
年
丁
酉
五
月
会
明
年
御
頭
足

（
一
四
七
七
）

一　

左
頭
　
大
草
、
香
坂
左
衛
円
佐
有
宗
、
御
符
礼
三
貫
三
百
三
十
三
　
　
鹿
皮

代
百
、
此
使
弥
五
郎
　
源
十
郎
、
庚
戌
年
可
当
と
被
申
候
、
頭
役
二

拾
貫

文
明
十
四
年
壬
寅
花
会
御
頭
明
年

（
一
四
人
一
じ

一　

官
頭
　
片
切
、
民
部
大
輔
光
為
、
御
符
礼

一
貫
入
百
、
使
弥
五
郎
、
頭
役
二

拾
貫

文
明
十
四
年
■
演
五
月
会
　
沙
　
　
（
一
四
人
一
じ

一　

左
頭
　
大
草
、
入
道
時
弥
呂
広
、
御
奮
礼
三
貫
三
百
、
使
弥
五
郎
、
頭
役
三

怜
貫

文
明
十
九
年
丁
来
五
月
会
明
年
御
頭
足

（
一
四
人
七
）

一　

左
頭
　
大
草
、
入
道
時
弥
昌
広
、
御
符
礼
三
貫
三
百
三
十
三
文
、

（枚
）

鹿
皮

一
文
、
使
弥
五
郎
、
額
役
二
拾
貫

長
事
二
年
戊
申
花
会
明
年
御
頭
足

（
一
四
人
人
）

一　
官
頭
　
片
切
源
為
慎
、
御
符
札
二
貫
百
三
十
六
文
、
代
初
、
使
弥
五
郎
、
頭

役
二
十
貫

亀
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
２
巻
）

「
諏
訪
御
符
札
之
古
書
』
を
見
る
と
、
当
時
の
大
草
氏
や
片
切
氏
の
祭
祀
へ
の

勤
仕
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
頭
役
は
祭
祀
の
責
任
者
で
、
い
ろ
い

ろ
な
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
重
科
も
な
く
、
鎌
倉
番
役
も
免
除
さ
れ
て
い
た
。

で
ど
の
よ
う
に
小
笠
原
氏
や
諏
訪
氏
と
接
触
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
　

『諏
訪
御

符
礼
之
古
書
』

に
み
ら
れ
る
片

切
氏
と

大
草
香
坂

氏

『諏
訪
御
符
礼
之
古
書
』
は
、
文
安
三
年

（
一
四
四
上Ｃ

か
ら
延
徳
元
年

（
一
四

八
九
）
ま
で
の
四
四
年
間
に
わ
た
る
諏
訪
神
社
上
社
の
祭
事
四
月
社
会

・
五
月

会

，
御
射
山
祭
の
頭
役
に
奉
仕
し
た
信
濃
の
武
士
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
、

当
時
の
信
濃
の
国
の
武
士
の
盛
衰
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
も
言
え
る
。
片
切

氏
や
大
革
香
坂
氏
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

長
祉
二
年
茂
寅
花
会

（
一
四
五
人
）

一　
前
宮
　
片
切
式
部
丞
頼
為
、
御
符
之
礼

一
貫
人
百
文
、
頭
役
拾
五
貫
文
、
此

年
十
二
月
■

一
日
死
去
ニ
ヨ
リ
御
符
ヲ
神
長
嶺
申
、
礼

一
貫
文
越
候

長
禄
二
年
成
寅
五
月
会

（
一
四
五
人
）

一　
左
頭
　
大
草
民
部
少
輔
宗
政
、
御
符
之
礼
四
貫
五
百
文
、
御
頭
役
二
措
貫
文

寛
正
七
年
丙
成
五
月
会

（
一
四
六
工０

一　
左
頭
　
大
革
、
香
坂
左
衛
門
有
宗
、
御
符
之
礼
三
貫
八
百
文
、
使
二
郎
五
郎
、

頭
役
■
拾
貫

応
仁
三
年
己
祉
花
会

（
一
四
六
九
）

一　
儀
並
　
片
切
兵
庫
頭
光
為
、
御
符
礼

一
貫
人
百
文
、
使
弥
五
郎
、
頭
段
二
船

貫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一　
・
一

「Ⅷ
鮮
劇
鞠綺
れ
耐
紐
炒
計
に
書
に
鹸
卜
に一

頭

・
右
頭
　
瀞
銃
師
の
三
方
に
か
が
″
■
御‐
絆
■
争
は
な
鱒

・・在
慎
●
一●
■
●
■

花
会
は
官
頭

・
御
堂

・
機
並
　
前
宮
の
四
頭
が
あ
っ
た
。
頭
役
は
主
要
な
国
人
を

頭
本
と
し
て
、
こ
れ
に
従
う
村
々
を
集
め
頭
役
に
勤
仕
し
た
。
田
数
八
０
町
を
標

準
と
し
て
組
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
使
い
の
二
郎
が
路
銭
を
落
と
し
て
し
ま

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
当
時
の
争
い
ご
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
て
、
時
の
動
き
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

●
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第二草 中世 の 村第一節 大 草 郷

る
。
天
正

一
九
年

（
一
Ｉ
九
こ
、
「信
州
伊
奈
青
表
紙
之
縄
帳
」
に
は
大
草
の
内

の

「官
地
之
郷
」
と
あ
り
、
ま
た
村
所
蔵
の
古
文
書
に
、
同
年

一
一
月

「官
地
分

御
検
地
之
帳
」
（高
約
六
十三
二
船
七
石
）
と
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
上
宮
外
県
神
社
を

中
心
に
開
発
が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

外
県
神
社
に
残
さ
れ
た
文
書

（神
社
書
上
帳
）
に
よ
る
と
、
村
の
歴
史
は
お
お

よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

健
御
名
方
命
が
出
雲
の
国
か
ら
逃
れ
て
来
て
、
諏
訪
の
地
に
留
っ
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
大
革
の
塁
に

「大
久
延
健
男
」
と
い
う
■
長
が
い
た
っ
こ
の
男
は
、
武

勇
を
も
っ
て
聞
え
が
高
か
っ
た
故
に
、
健
御
名
方
命
が
訪
ね
て
、
共
に
狩
猟
を
楽

し
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
機
に
鳥
獣

を
多
く
捕
獲
で
き
、
大
変
喜
ん
だ

健
御
名
方
命
は
こ
の
地
に
祠
を
造

り
、
こ
の
地
を
宮
地
と
定
め
た
。

そ
の
後
、
神
功
皇
后

一
九
年

（三

四
ｏ
）
、
大
久
延
健
男
の
子
孫
Ｉ

百
彦
が
祠
を
建
立
し
て
健
御
名
方

神
を
祭
り
、
上
官
外
県
神
社
と
称

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

今
も
こ
の
付
近
に
富
地
と
呼
ぶ

小
学
名
が
残
る
。
神
社
は
、
か
つ

て
は
大
草
全
域
の
氏
子
で
維
持
さ

れ
た
。
社
号

の

「
外
県
」
と
は
、

中
世
の
諏
訪
社
の
内
県

（諏
訪
の

１

一
一
一一
一一
一一一．．一．一■
．
．・．・．一一・一

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
休
斎
は
単

な
る

一
土
豪
に
と
ど
ま
ら
ず
、

付
近

一
帯

‐
―こ
お
け
る
あ
な
ど
り

が
た
い

一
勢
力
で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

③
香
坂
系
図
に
は
宗
綱
の
第

二
子
宗
種
、
永
享
の
結
城
合
戦

の
功
に
よ
り
大
車
郷
地
頭
を
賜

う
と
あ
る
が
、
香
坂
氏
の
大
草

上
着

（居
住
）
は
そ
れ
よ
り
前

の
南
北
朝
時
代
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
大
河
原

・
鹿
塩

大
革
の
三
か
村
は
、
古
来
、
大
草
郷
と
称
せ
ら
れ
る

一
郷
の
う
ち
に
包
括
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

④
香
坂
系
図
に
、
「休
斎
の
子
宗
澄
、
宗
澄
の
孫
宗
久
に
至
り
、
天
正
年
間
に
、

家
を
失
ひ
、
大
革
村
の
農
長

（郷
士
）
と
な
る
」
と
あ
る
。
ま
た
大
草
の
常
泉
寺

に
、
慶
長
六
年

〈
三
ハ
ｏ

こ

七
月
、
香
坂
何
右
衛
門
昌
吉
の
出
し
た
寄
進
状
が

あ
り
、
下
久
堅
村
の
平
沢
家
、
大
下
條
村
の
金
田
家
に
、
慶
長
六
年
以
後
元
和
初

年

（
Ｉ
雀

工
｝
ま
で
の
間
に
香
坂
七
郎
右
衛
門
署
名
の
年
貫
割
釧
据
ま
た
は
皆

済
目
録
が
残

つ
て
い
る
。
七
郎
右
衛
門
が
当
時
の
飯
田
城
主
小
笠
原
秀
政
の
家
臣

で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
香
坂
七
郎
右
衛
門
　
香
坂
何
右
術
門
の
世
系
は

明
ら
か
で
な
い
。

大
要
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
、
氏
は
研
究
の
最
後
に
参
考
と
し
て
香

内
）
に
対
す
る
外
県

（外
の
諏
訪
）
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。

大
革
郷
の
代
表
的
な
村
を
二
つ
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
陣
馬
形
や
人

嶺
の
山
塊
を
取
り
田
む
よ
う
Ｌ
麟
に
は
解
静
釉
・丸
尾
・↑
酢
・臨
ぽ
ゅ・し
識
ヽ

桑
原

・
四
徳
の
村
が
生
ま
れ
、
そ
こ
で
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。

〓
一　
人
革
郷
の
諸
族

（
一
）
香
坂
氏
　
大
革
氏
南
北
朝
時
代
か
ら
軍
町
時
代
に
か
け
て
、
北
信

・
東
信
に

香
　
　
坂
　
　
氏

　

潟
騨
氏

一
族
が
あ
り
、　
一
族
は
称
津

・
望
月

・
海
野

・
香

坂
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
。
香
坂
氏
の
本
拠
地
は
更
級
郡
の
牧
城

（信
州
新
町
）

で
、
北
信
を
中
心
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
。　
一
方
、
南
信
の
伊
那
部
に
は
同
族
の

香
坂
高
宗
が
い
て
、
大
河
原

（大
鹿
村
）
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
。

こ
の
伊
那
郡
に
お
け
る
香
坂
氏
の
研
究
は
、
市
村
成
人
の

「人
草
体
藤
げ
肌
い

て
」
『伊
那
史
壇
』
に
つ
き
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
ず
、
氏
の
研
究
の
中
か
ら
、

中
Ｌ
の
香
坂
氏
に
関
係
し
た
か
所
の
大
要
を
拾
う
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
大
草
の
高
坂
家
所
蔵
の
香
坂
系
図
に
よ
る
と
、
「滋
野
幸
氏
十
五
世
、
宗
次

の
子
宗
縁
は
通
称
を
大
革
庄
三
郎
と
い
い
、
人
道
し
て
体
斎
と
明
し
、
大
草
に
住

す
」
と
あ
る
。　
一
説
に
よ
る
と
、
同
所
の
深
沢
に
臨
ん
だ
台
地
の
突
端

（字
古
城
）

に
大
草
城
を
築
き
、
そ
の
部
と
堀
池
な
ど
は
今
も
現
存
し
て
い
る
。
休
斎
は
、
そ

の
居
住
地
の
地
名
に
因
ん
で

「大
革
」
を
名
乗
っ
た
と
言
わ
れ
る
ｃ

Ｏ
，）
の
休
斎
は
下
條
頼
安
あ
で
に
伊
那
谷
の
諸
族
と
共
に
起
請
文
を
出
し
て
い

る
が
、
休
斎
の
家
中
衆
の
諸
士
が
大
島
　
市
田
の
各
村
に
散
在
し
て
い
た
と
考
察

坂
系
図
を
載
せ
て
い
る
。

貞

秀

親

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

辛

　

恒

潮

蹴

瞬

４

，

‐

‐

‐

，

ハ

代

略

Ｖ

Ｉ

　

幸

　

氏

　

‐

‐

宗

幸―
む動
孵
Ｔ

１

・

Ｉ

壽
翻

割

刊

｛慧

―

神不

ｆ

ｆ

菫

警

大
　
　
一早
　
　
氏

　

市
村
説
で
は
、
香
坂
氏
と
大
革
氏
を
明
確
に
区
分
し
て
論

じ
て
い
な
い
が
、
各
種
の
史
料
の
中
で

「
大
草
」
姓
が
散

見
さ
れ
る
。
例
え
ば

「諏
訪
御
符
礼
之
古
書
」
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に

「香
坂
」
と

「大
革
」
は
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。

長
禄
二
年
　
　
大
草
民
部
少
耐
宗
政

党
正
七
年
　
　
大
革
香
坂
左
衛
門
有
宗

文
明
四
年
　
　
大
革
沙
弥
昌
廣

文
明
九
年
　
　
大
革
香
坂
左
衛
門
佐
有
宗

文
明
十
四
年
　
大
草
入
道
時
沙
弥
昌
廣

文
明
―
九
年
　
大
草
人
道
時
沙
弥
昌
戯

ま
た
、
香
坂
氏
系
図
の
中
に
大
草
次
郎
大
夫
経
純

・
大
草
弥
太
郎
ら
の
名
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「大
草
」
を

「香
坂
」
と
は
別
の

一
氏
族
と
理

解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

仮
に

「諏
訪
御
符
礼
之
古
書
」
と

「香
坂
系
図
」
よ
り
大
革
氏
を
整
理
し
た
系

ず

鴇ピ

轡■麒軸3 一農
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第二章 申世 の村第‐節 大 革 郷

図
が
次
で
あ
る
。

大
革
　
　
　
　
　
　
　
　
民
郎
少
輔
　
　
　
入
道
時
沙
弥
　
　
　
　
入
道
体
斎

次
郎
大
夫
―
―
―
―
弥
太
郎
―
ト
ー
ー
弥
太
郎
―
―
―
―
庄
三
離
―
―

経
純
　
　
　
　
一輌
以
　
　
　
　
　
　
昌
廣

香
坂
氏
と
大
草
氏

　

今
ま
で
の
研
究
で
は
、
呑
坂
高
宗
と
大
車
域
の
関
係
、
大

の
　
　
活
　
　
躍

　

草
氏
の
出
自

（で
ど
こ
ろ
）、
大
草
氏
と
香
坂
氏
の
関
係

な
ど
、
い
ま

一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
面
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
地
元
に
残
さ
れ
た
史

料
が
少
な
い
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
が
、
研
究
の
中
心
が
宗
良
親
王
と
香
坂

高
宗
に
お
か
れ
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
こ
で
、
大
革
郷
の
開
発
当
初
の
鎌
倉
時
代
か
ら
、
約
口
ｏ
Ｏ
年
間
の
中
世
の

時
代
を
①
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
②
室
町
時
代
③
戦
国
時
代
に
三
区
分
し
て
考
え
て

み
た
．い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
多
い
が
、
現
時
点
で
の

一
つ
の
試
案
と
し
た
い
。

①
鎌
鵞

。
南
北
靭
時
代
　
陣
馬
形
の
西
麓
や
南
麓
の
谷
地
部
や
丘
陵
部
に
は
縄

文
時
代
か
ら
奈
良

・
平
安
時
代
に
か
け
て
の
選
跡
が
点
在
し
て
い
て
、
す
で
に
村

が
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
村
が
次
第
に
ま
と
ま
り
大
き

な
村
と
な
り
、
そ
こ
で
中
心
と
な
っ
た
指
導
者
が
大
草
氏
と
考
え
ら
れ
る
。
大
草

氏
の
屋
敷
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
位
置
や
地
形
、
前
時
代
の
遣
物
の
出
土
の
状
況

な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
堂
ヶ
凛

・
蹴
摯
慨

（東
小
学
校
）
か
、
そ
の
南
の
鰤
輝

簿

田
）
の
丘
陵
が
有
力
と
思
わ
れ
る
。

南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
大
河
原
が
信
濃
に
お
け
る
南
朝
方

（富
方
）
の
拠
点

と
な
る
が
、
当
伏
攣四
の
玄
関
口
で
あ
る
小
渋
の
谷
の
入
目
を
か
た
め
る
必
要
が
あ

今
一）
番
抜
氏
に
属
し
た
武
士

古
書
や
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
承
久
の
昔
、
飯
島
城
主
飯
島
太
郎
が
北
条
の
命

を
受
け
て
京
都
へ
向
か
，
た
時
、
そ
れ
に
従
っ
た
も
の
に
飯
島
十
騎
が
あ
り
、
は

か
に
大
島
十
騎

・
片
切
十
騎
　
大
草
七
騎
が
あ
つ
た
と
い
う
ｏ
こ
の
大
革
七
騎
は
、

香
坂

・
桃
澤

・
富
澤

・
塩
澤

・
日
曽
利

・
安
田

・
加
曽
畑

・
黒
路
で
あ
つ
た
と
い

つヽ

〈
¨
騎
多
い
）。

っ
た
。
そ
こ
で
、
大
草
城
が
築
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
城
の
守
り
の
中

心
と
な
っ
た
の
が
香
坂
氏
で
、
恐
ら
く
香
坂
高
宗
の
直
系
か
同
族
の

一
人
が
つ
け

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
代

（南
北
朝
時
代
）
の
大
革
郷
の
地
頭
は
大
革
氏
で
、
香
坂
氏
と
の
関

係
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
く
、
盟
友
関
係
に

‘
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

②
宣
町
時
代
　
南
北
朝
時
代
が
終
わ
る
と
、
香
坂
氏
は
そ
の
拠
点
を
山
深
い
大

河
原
の
地
か
ら
天
竜
川
沿
岸
の
生
産
性
の
高
い
大
革
へ
移
し
、
大
革
域
と
そ
の
城

下
の
整
備
に
努
め
る
。
現
在
、
大
草
城
址
か
ら
出
士
す
る
膨
大
な
量
の
遣
物
は
、

こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
番
坂
氏
は
本
草
氏
と
血
縁
関
係
と
な
る
こ
と
で
、
勢
力
的
な
基
盤
は

よ
り
強
固
な
も
の
と
な
つ
た
。
ほ
ぼ
同
族
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら‐
れ
る
‐９
香
坂
系

図
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
香
坂
宗
継
の
母
は
大
革
次
郎
大
夫
経
純
の
女
で
あ
り
、
香

坂
宗
職
の
母
は
大
車
弥
太
郎
の
女
と
あ
る
。

ま
た
、
前
述
し
た

「諏
訪
御
符
礼
之
古
書
」
に
よ
る
と
、
頭
役
を
大
革
郷
で
務

め
て
い
る
が
、
十
五
世
紀
後
半
の
約
二
〇
年
間
に
大
草
氏
と
香
坂
氏
が
交
互
に
動

め
、
両
勢
力
は
ほ
ぼ
三
角
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

③
戦
国
時
代
　
香
坂

，
大
草
の
画
氏
は
、
ほ
ぼ

一
つ
の
勢
力
に
ま
と
ま
っ
た
と

孝
え
ら
れ
る
。
香
坂
系
図
に
よ
れ
ば
、
香
坂
宗
縁
は

「永
正
四
年

（
一
五
〇
ｔ
）

大
革
館
に
生
ま
れ
、
母
は
大
草
弥
太
郎
の
女
で
、
大
草

・
香
坂
の
両
家
を
相
続
す

る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宗
縁
は
大
草
庄
二
郎
と
も
、
大
草
体
斎
と
も
称
し
て
い

ソ
つ

ぃ

そ
の
後
の―
番
坂
氏
は
、
史
料
か
ら
は
し
ば
ら
く
見
ら
れ
‐な
く
な
る
。
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